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ふれあい相撲大会が行われました 
 

去る２８日（日）、第３７回ふれあい相撲大会福重場所が行われました。本校か

らも１年生３名、３年生１名、４年生２名、６年生１名の萱瀬っ子力士が団体戦と

個人戦に出場しました。誇るべき成績をあげた萱瀬っ子力士たちでした。 

さて、この相撲ですが他校の児童たちも含めてたいへん心打たれるシーンが多々

ありました。相撲の世界には人として学ぶべき学びが詰まっていました。 

相手への敬意から勝ちの喜びを表出するのではなく、あくまでも冷静に勝ち名乗

りを受ける子がいました。負けて悔しさを顔に浮かべながら涙をこらえる子がいま

した。土俵外に倒れた相手をいたわり手を差しのべる子がいました。仲間を本気で

応援する子がいました。負けた相手を称賛する子がいました。判定に不服を述べる

子はいませんでした。 

このような体験や学びは、どこででもできるわけではありません。相撲という競

技が１５００年以上もの長い間受け継がれていることを考えれば、それだけの価値

ある学びができるということなのでしょう。 

 

 

来年は萱瀬小学校PTAが副主幹となります。 

 
今回のふれあい相撲は福重小PTAが主幹で、松原小PTA 

が副主幹でした。来年は主幹が黒木小PTA、副が萱小PTAとなります。 

 副であるとはいえ、黒木小は本校より小規模校です。ぜひ萱瀬地区の仲間として

手を取り合って実施していきたいと思います。ご協力をよろしくお願いいたしま

す。なお、せっかくでもありますし、ぜひお子さんも相撲に参加されませんか。将

来に生きる学びができるのではないかと思います。 

 昨日の大会に関係された保護者の皆様お疲れさまでした。 

  


